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企
画
部
調
整
担
当
部
長　

②
状

況
に
よ
り
利
用
で
き
る
事
業
仕

組
み
が
あ
れ
ば
検
討
し
た
い
。

議
員　

市
内
産
業
の
活
性
化
や

税
収
確
保
な
ど
の
観
点
か
ら
、

積
極
的
な
企
業
の
誘
致
に
取
り

組
む
べ
き
だ
。
所
見
を
問
う
。

市
長　

第
３
次
三
鷹
市
基
本
計

画
の
第
２
次
改
定
で
、
企
業
誘

致
に
関
す
る
条
例
制
定
の
検
討

を
積
極
的
に
位
置
付
け
た
い
。

今
後
、誘
致
手
法
を
検
討
す
る
。

議
員　

本
市
で
は
阪
神
・
淡
路

大
震
災
の
教
訓
を
受
け
、
木
造

住
宅
耐
震
診
断
助
成
制
度
が
創

設
さ
れ
た
。
こ
の
制
度
は
利
用

率
か
ら
み
て
市
民
の
認
知
度
が

低
い
と
考
え
る
。対
応
を
聞
く
。

市
長　

助
成
制
度
の
認
知
度
を

高
め
る
た
め
に
、
啓
発
活
動
の

さ
ら
な
る
推
進
に
努
め
た
い
。

議
員　

改
正
耐
震
改
修
促
進
法

等
の
観
点
か
ら
、
耐
震
診
断
の

方
法
に
つ
い
て
も
検
討
が
必
要

だ
。
今
後
の
方
向
性
を
伺
う
。

市
長　

現
在
策
定
中
の
耐
震
改

修
促
進
計
画
と
の
整
合
性
を
図

り
な
が
ら
、
助
成
制
度
の
抜
本

的
な
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

議
員　

防
災
上
危
険
な
木
造
住

宅
の
密
集
市
街
地
の
改
善
事
業

に
つ
い
て
、
狭
あ
い
道
路
の
整

備
な
ど
早
急
に
対
処
せ
よ
。

都
市
整
備
部
長　

用
途
地
域
の

見
直
し
、
狭
い
敷
地
で
の
建
築

制
限
で
改
善
に
努
め
て
い
る
。

道
路
整
備
を
軸
に
進
め
た
い
。

議
員　

災
害
対
策
本
部
は
、
地

震
や
水
害
だ
け
で
な
く
様
々
な

危
険
か
ら
市
民
を
守
る
た
め
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
と
と
も
に

シ
ス
テ
ム
を
見
直
す
べ
き
だ
。

市
長　

防
災
セ
ン
タ
ー
的
な
機

能
を
持
つ
施
設
の
あ
り
方
の
先

進
事
例
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
情

報
収
集
体
制
を
検
討
し
た
い
。

議
員　

災
害
時
の
市
民
の
問
い

合
わ
せ
、
相
談
に
対
応
す
る
職

員
の
確
保
は
で
き
て
い
る
か
。

市
長　

最
優
先
で
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
。
広
報
情
報
班
が

問
い
合
わ
せ
に
対
応
す
る
。

事
項
が
あ
る
が
25
年
度
内
に
稼

動
で
き
る
と
考
え
る
。

第
一
副
市
長　

②
セ
ン
タ
ー
は

取
り
壊
し
に
な
る
と
思
う
が
そ

の
後
の
活
用
策
は
今
後
検
討
さ

れ
る
と
考
え
る
。　

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
水
道
事
業

／
情
報
提
供
に
つ
い
て

議
員　

三
鷹
は
、
緑
と
水
が
豊

か
な
武
蔵
野
の
面
影
を
色
濃
く

す
る
ま
ち
で
あ
り
、
多
く
の
文

人
や
芸
術
家
か
ら
愛
さ
れ
住
ま

わ
れ
て
き
た
ま
ち
で
あ
る
。
芸

術
文
化
は
時
代
を
映
す
鏡
で
あ

り
、
社
会
の
発
展
を
促
す
革
新

性
や
創
造
力
を
持
っ
て
い
る
。

芸
術
文
化
振
興
策
の
さ
ら
な
る

一
歩
が
必
要
だ
。所
見
を
示
せ
。

市
長　

芸
術
文
化
振
興
は
、
一

人
ひ
と
り
の
参
加
が
必
要
で
あ

る
。
み
ず
か
ら
演
じ
る
芸
術
文

化
を
た
し
な
む
だ
け
で
な
く
、

鑑
賞
す
る
と
い
う
こ
と
も
大
変

重
要
な
営
み
だ
。
そ
の
こ
と
を

認
識
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
推
進

を
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

１
件
500
万
円
以
上
の
美

術
・
資
料
を
購
入
す
る
場
合
に

は
、
美
術
資
料
等
選
定
検
討
委

員
会
で
購
入
が
検
討
さ
れ
て
い

る
が
、
１
件
500
万
円
未
満
の
物

件
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
決

め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

市
長　

500
万
円
未
満
の
物
件
に

つ
い
て
も
、
美
術
資
料
の
収
集

に
関
す
る
基
本
指
針
に
の
っ
と

る
と
と
も
に
、
専
門
的
知
識
を

有
す
る
者
の
意
見
及
び
評
価
を

受
け
て
決
定
し
て
い
る
。

議
員　

入
手
し
た
美
術
品
等
を

議
員　

自
主
防
災
組
織
を
活
性

化
し
災
害
時
に
機
能
す
る
組
織

を
つ
く
る
た
め
に
は
、
そ
の
整

備
や
運
営
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
必

要
が
あ
る
。
自
主
防
災
組
織
の

整
備
・
拡
充
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
部
長　

地
域
か
ら
信
頼
さ

れ
十
分
機
能
し
発
展
す
る
よ
う

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
じ

て
サ
ポ
ー
ト
を
強
化
し
た
い
。

議
員　

災
害
時
に
市
内
事
業
者

と
の
防
災
協
定
に
基
づ
く
連
携

は
重
要
で
あ
り
、
よ
り
強
固
に

す
べ
き
と
考
え
る
。
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、
本
市

へ
の
貢
献
度
が
評
価
さ
れ
る
契

約
制
度
を
導
入
で
き
な
い
か
。

市
長　

防
災
協
定
な
ど
地
域
貢

献
に
対
す
る
ポ
イ
ン
ト
制
の
導

入
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

公
表
す
る
こ
と
も
重
要
だ
。
美

術
鑑
賞
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
誰
も
が
楽
し
め
学
べ
る
貴
重

な
機
会
で
あ
る
。
市
収
蔵
美
術

品
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
美
術
館

の
開
設
を
早
期
に
実
現
せ
よ
。

第
一
副
市
長　

前
向
き
に
検
討

を
進
め
て
い
き
た
い
。

政
新
ク
ラ
ブ　

加
藤　

浩
司　

議
員

総
合
的
な
視
点
か
ら

 
防
災
の
ま
ち
づ
く
り
を

政
新
ク
ラ
ブ　

渥
美　

典
尚　

議
員

芸
術
文
化
振
興
に
関
す
る

　
　

  

市
の
方
針
を
問
う

議
員　

都
市
の
再
生
・
修
復
は

多
大
な
経
費
を
要
し
、
今
後
の

財
政
的
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

将
来
に
わ
た
っ
て
健
全
な
財
政

運
営
を
維
持
す
る
に
は
、
財
源

の
確
保
や
施
設
整
備
の
手
法
に

創
意
工
夫
が
必
要
だ
。
①
全
国

的
に
注
目
度
が
高
い
三
鷹
市
で

公
共
施
設
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
（
命
名
権
）
売
却
を
検
討
し

て
は
ど
う
か
②
新
潟
県
な
ど
の

事
例
を
参
考
に
、
資
産
の
証
券

化
事
業
を
検
討
で
き
な
い
か
。

市
長　

①
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク

も
あ
る
。
選
択
肢
の
一
つ
と
し

て
位
置
付
け
た
い
と
考
え
る
。

議
員　

緊
急
性
の
高
い
事
件
・

事
故
等
が
市
内
で
発
生
し
た
場

合
、
情
報
発
信
手
段
と
し
て
安

全
安
心
パ
ト
ロ
ー
ル
車
等
の
広

報
車
や
防
災
行
政
無
線
を
使
っ

て
き
た
と
思
う
が
、
利
用
実
績

と
今
後
の
活
用
構
想
を
聞
く
。

市
長　

過
去
に
試
行
的
に
利
用

し
た
例
は
あ
る
。
今
後
も
事
案

の
内
容
に
よ
っ
て
は
活
用
を
考

え
る
が
、
多
角
的
な
メ
デ
ィ
ア

利
用
を
工
夫
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

治
安
に
対
す
る
不
安
が

増
大
す
る
中
で
、
市
の
北
西
部

地
区
な
ど
の
住
宅
急
増
地
域
に

「
ま
ち
の
お
巡
り
さ
ん
」
が
い

る
交
番
の
増
設
が
必
要
と
考
え

る
。
都
へ
要
請
す
べ
き
だ
。

市
長　

今
後
も
地
域
住
民
の
要

望
と
し
て
都
に
要
請
し
た
い
。

政
新
ク
ラ
ブ　

土
屋　

健
一　

議
員

犯
罪
や
災
害
に
強
い

 

安
全
安
心
の
ま
ち
三
鷹
を

政
新
ク
ラ
ブ　

伊
藤　

俊
明　

議
員

ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る

　

 

財
源
確
保
に
努
め
よ

議
員　

税
収
確
保
と
ま
ち
づ
く

り
の
政
策
誘
導
の
た
め
、
他
市

の
例
を
参
考
に
、
法
定
外
税
の

導
入
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

市
民
生
活
へ
の
影
響
が

大
き
く
、
慎
重
な
対
応
が
必
要

だ
。
税
収
確
保
目
的
の
新
税
導

入
は
、
現
状
で
は
課
題
が
多
く

困
難
な
状
況
だ
。
政
策
誘
導
目

的
の
事
例
は
研
究
し
て
い
く
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
地
域
に
開

か
れ
た
学
校
づ
く
り
に
つ
い
て

議
員　

子
ど
も
が
暴
力
か
ら
自

分
を
守
る
た
め
の
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
Ｃ
Ａ
Ｐ
」
を
実
施
す
る

団
体
「
暴
力
防
止
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
見
て
驚
い
た
。
原
則
、

大
人
が
傍
聴
で
き
な
い
Ｃ
Ａ
Ｐ

の
内
容
が
検
証
で
き
て
い
る
か

心
配
だ
。
状
況
を
聞
く
。

生
涯
学
習
担
当
部
長　

検
証
は

で
き
て
い
る
と
考
え
る
。
指
摘

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
当
該
団
体
独

自
の
も
の
で
、
本
市
の
Ｃ
Ａ
Ｐ

と
は
全
く
別
の
も
の
だ
。

議
員　

南
京
事
件
の
真
実
を
検

証
す
る
会
が
、
温
家
宝
首
相
に

出
し
た
公
開
質
問
状
の
骨
子
の

一
部
を
紹
介
す
る
。「
①
国
共

合
作
下
の
国
民
党
が
設
置
し
た

国
際
宣
伝
処
が
、
当
時
開
催
し

た
300
回
の
記
者
会
見
で
一
度
も

「
南
京
で
市
民
虐
殺
が
あ
っ
た
」

と
述
べ
て
い
な
い
②
国
際
委
員

会
の
活
動
記
録
に
は
、
南
京
の

人
口
は
、
日
本
軍
占
領
直
前

20
万
人
、
占
領
１
カ
月
後
25
万

人
と
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

の
記
録
か
ら
す
る
と
30
万
虐

殺
な
ど
あ
り
え
な
い
」
こ
の
よ

う
に
南
京
事
件
は
な
か
っ
た
と

す
る
主
張
な
ど
南
京
事
件
の
歴

史
認
識
に
は
様
々
な
主
張
が
あ

る
。
中
学
の
歴
史
教
科
書
で
は

南
京
大
虐
殺
が
あ
っ
た
と
の
記

述
が
あ
る
が
根
拠
を
ど
う
指
導

し
て
い
る
か
。
見
解
を
伺
う
。

教
育
長　

歴
史
的
事
象
の
根
拠

や
記
述
以
上
の
内
容
に
踏
み
込

む
指
導
は
し
て
い
な
い
。

政
新
ク
ラ
ブ　

加
藤　

久
平　

議
員

C
A
P
と
歴
史
教
育
の

　
　

  

あ
り
方
に
つ
い
て

議
員　

Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
と

違
い
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
や
通
信

に
関
す
る
技
術
の
総
称
）に
は
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
ど
う

す
る
か
と
い
う
発
想
が
入
っ
て

く
る
。
こ
れ
か
ら
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が

社
会
を
変
え
て
い
く
。
今
後
も

法
整
備
や
人
材
開
発
は
必
要
で

政
新
ク
ラ
ブ　

白
鳥　

孝　

議
員

I
C
T
を
活
用
し
て

 
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を

あ
る
。
所
見
を
問
う
。

市
長　

ユ
ビ
キ
タ
ス
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
推
進
基
本
方
針
の
中

で
、
ユ
ビ
キ
タ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
支
え
る
基
盤
の
整
備
の

一
つ
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
人
財
の
育
成

を
掲
げ
て
い
る
。

議
員　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
地
域
防
犯
、

地
域
振
興
、
地
域
福
祉
な
ど
の

課
題
の
解
決
に
活
用
で
き
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く

り
が
今
後
は
必
要
に
な
る
。
総

務
省
の
地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
モ

デ
ル
構
築
事
業
に
よ
り
、
ど
の

よ
う
に
三
鷹
の
地
域
活
性
化
を

図
る
つ
も
り
か
。

市
長　

詳
細
に
つ
い
て
総
務
省

と
詰
め
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

Ｇ
Ｐ
Ｓ
携
帯
電
話
を
活
用
し
た

親
子
安
心
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
具

体
的
な
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
踏
ま

え
な
が
ら
成
功
事
例
を
生
み
出

し
て
い
き
た
い
。

議
員　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
推
進
し
て
い

く
に
は
情
報
格
差
な
ど
解
決
す

べ
き
問
題
が
多
く
あ
る
。
情
報

を
自
分
で
取
捨
選
択
で
き
る
力

も
必
要
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
く
つ
も
り
か
。

市
長　

地
域
格
差
や
利
用
の
格

差
な
ど
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、

多
元
的
に
取
り
組
み
た
い
。

は
、
学
校
間
の
序
列
化
等
を
招

く
恐
れ
が
あ
り
公
表
し
な
い
方

針
と
聞
い
た
。
対
応
を
伺
う
。

教
育
長　

教
師
の
指
導
法
の
改

善
、
児
童
・
生
徒
み
ず
か
ら
が

学
ぶ
力
を
高
め
る
た
め
に
活
用

す
る
。
公
表
は
控
え
た
い
。

議
員　

三
鷹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
大

学
で
実
施
さ
れ
た
教
師
力
養
成

講
座
の
実
績
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　

市
内
小
・
中
学
校
の

様
々
な
教
育
活
動
を
通
し
三
鷹

の
教
育
に
対
す
る
理
解
と
実
践

力
が
養
わ
れ
て
き
て
い
る
。

議
員　

教
育
現
場
に
民
間
人
の

校
長
を
登
用
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

教
育
長　

将
来
的
に
は
、
特
色

あ
る
教
育
活
動
を
求
め
る
中
で 

検
討
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

議
員　

戦
後
教
育
の
反
省
の
も

と
に
教
育
基
本
法
が
改
正
さ
れ

た
。
道
徳
心
、
文
化
・
伝
統
に

つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
教

育
の
場
に
生
か
し
て
い
く
べ
き

か
基
本
的
な
考
え
方
を
伺
う
。

教
育
長　

家
庭
、
地
域
と
の
連

携
を
深
め
道
徳
心
を
育
成
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
地
域
に
残

る
文
化
財
、
年
中
行
事
を
学
ぶ

機
会
を
積
極
的
に
設
け
た
い
。

議
員　

公
教
育
に
競
争
原
理
を

持
ち
込
む
こ
と
は
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
り

必
要
と
考
え
る
。見
解
を
伺
う
。

教
育
長　

健
全
な
競
争
性
を
取

り
入
れ
な
が
ら
、
確
か
な
学
力

の
向
上
に
取
り
組
み
た
い
。

議
員　

平
成
19
年
４
月
に
行
わ

れ
た
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果

地
域
防
犯
な
ど
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ

は
活
用
で
き
る　
　
　
　

政
新
ク
ラ
ブ　

吉
野　

和
之　

議
員

教
育
改
革
に
お
け
る

　
今
後
の
方
向
性
を
問
う


